
「Dell EMC VxRailの導入でクラウドサー
ビス基盤の運用管理性・拡張性が大幅
に向上し、お客さまへのサービス提案の
幅も広がると考えています」
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クラウドソリューション事業部
製品開発グループ インフラチーム
チーム長
小林 樹津生 氏

ウドサービス基盤はおよそ 80ノードの物理サー
バと 20台強のスイッチ、20台強のストレージ
によって構成されていた。
　「それらの日々の運用管理を少人数のチームで
行っていたので、各人の負担は決して小さくあ
りませんでした。その中で成長を続けるクラウ
ドソリューション事業を支えていくには、いず
れかのタイミングで基盤の構造を VxRailのよう
なHCIへと移行させる必要があると考えていま
した。そこで基盤拡張のタイミングに合わせて
VxRailの導入を決めたわけです」（小林氏）。
　もっとも、HCIの選択肢は一つではない。そ
の中で同社が VxRailを選んだ最大の理由は、
VMwareとの統合製品ならではの機能「ワンク
リックアップデート」にあったという。この機
能は VMware vSphere® を含めた VxRail環境
の更新をワンクリックで完了させる自動化の仕
組みだ。
　「3ティア構成の基盤の運用管理で最も手間
がかかるのがハイパーバイザーやOSの更新と
更新後の検証作業です。それが VxRailの場合、
VMware vSphere®を含めた検証済みの最新環
境へとワンクリックで更新できます。このよう
な更新作業の自動化を実現している製品はHCI

製品の中にもなく、非常に魅力的でした」（小林
氏）。
　また、ノードの追加が簡単に行える拡張性
や VMware vSphere®との親和性が高い SDS

（Software-Defined Storage）「VMware 

vSAN（TM）」をサポートしていることも、VxRail

を高く評価したポイントだったと小林氏は付け
加える。
　もう一つ、VxRailの導入を提案した兼松エレ
クトロニクス（以下 KEL）への信頼も VxRailの
選定に作用した。
　「当社と KELとの付き合いは長く、KELには
全幅の信頼を置いてきました。その KELがHCI

に対する当社のニーズを知り、早くから導入を
提案してきたのが VxRailです。VMwareのエ
キスパートでもある KELが推奨し、かつ導入を
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■主な課題
・クラウドソリューション事業の成長に伴いクラ
ウドサービスを支えるハードウェアの台数が増え、
運用管理負荷が高まり続けていた。

■成果
Dell EMC VxRailの導入により、クラウドサービ
ス基盤の運用管理負荷の大幅な低減とリソースの
柔軟な拡張を可能にする環境が整えられた。

 

成長を続けるクラウドサービスの
新たな基盤として
Dell EMC VxRailを導入
ITソリューションプロバイダーのオロでは、成長を続けるクラウド
サービスの新しい基盤としてデル・テクノロジーズの「Dell EMC 
VxRail」を導入、基盤の運用管理性と拡張性を大幅に高めている。

■課題

■課題解決のアプローチ

成長を続けるクラウドソリューション
膨らむサービス基盤の運用管理負荷
　
　
オロは 1999年 1月創業の ITソリューションプ

ロバイダーだ。クラウドソリューション事業とデ
ジタルトランスフォーメーション事業の 2つを柱
にビジネスを展開し、「世界に誇れる企業をつく
る」という大目標の下、堅調に業績を推移させ、
コロナ禍が発生・深刻化した 2020年も連結で前
年比 4.3％増の 52億 4,000万円を売り上げてい
る。クラウドソリューション事業の中核サービス
であるクラウド ERP「ZAC」も年々ユーザーの
すそ野を広げ、2020年時点で 750社・20万ラ
イセンスを超える導入実績を積み上げている。
　そうしたクラウドソリューション事業の成長に
伴い、膨らみ始めたのがサービス基盤の運用管理
負荷だった。
　「当社のクラウドサービスを支える基盤はサー
バとスイッチ、ストレージから成る 3ティアの
構造を成し、サービスが成長するにつれて異なる
ハードウェアが数多く導入され、運用管理に相応
の手間がかかるようになっていました。ゆえに、
クラウドソリューション事業の成長に資する、運
用管理性と拡張性に優れた新しい基盤への移行
が求められていました」と、クラウドソリュー
ション事業部 製品開発グループ インフラチーム
のチーム長、小林樹津生氏は振り返る。
　この課題を解決するすべとして同社が採用した
のが、デル・テクノロジーズのハイパーコンバー
ジドインフラストラクチャ（HCI）「Dell EMC 

VxRail」だった。

比類なき運用管理性と拡張性で
VxRailを選択

　VxRailを導入する以前において、オロのクラ



 

支援してくれるのであれば VxRailの導入に間違
いはないと安心できました」（小林氏）。
　こうして同社は VxRailの導入を決め、KELに
よるインフラ設計・構築、オンサイトでの稼働
テストを経て 2020年 10月から運用を始動させ
た。導入した VxRailのノード数は 12ノードで
vSAN環境では許容ホスト障害数（FFT）が 2

台の RAID6構成をとっている。
　「クラウドサービス基盤はお客さまが使う基盤
ですのでストレージの冗長度はかなり高目の設
定にしました」（小林氏）。
　こうした構成の下、新規顧客向けに VxRailの
リソースの提供を開始しているほか、既存顧客
向けのリソースも一部VxRailへ移行させている。
　「VxRailの導入は滞りなく進みましたが、それ
は、当社の細かな要望やテクニカルな質問に的
確に対応してくれた KELのおかげだと感謝して
います」とインフラチームのシニアインフラエ
ンジニア、西端敏裕氏は明かします。

運用管理工数の大幅削減に
確かな手ごたえ
サービス基盤のすべてを
HCIベースへ
　
　小林・西端の両氏によれば、VxRailは運用開
始から安定稼働を続けており、今後の効果に大
きな期待が持てるという。
　「例えば、従来の環境は仮想環境の更新作業に
毎月 16時間程度の時間を費やしていましたが、

VxRailではその時間が大幅に短縮できる見込み
です。その一点だけでも相当の効果が期待でき
ます」（小林氏）。
　また、VxRailは VMのライブマイグレーショ
ンが安定しており、それも運用管理担当者の大
きな負担軽減につながると西端氏は指摘する。
　「ライブマイグレーションは、ホストサーバの
メンテナンス時に VMをホストサーバ間で移す
手段として必ず使われるものです。従来の環境
はその処理に失敗することが間々あり、ゆえに担
当者は処理が正しく行われるかどうかを張りつ
きで見ていなければなりませんでした。それを
不要にできる可能性が、ライブマイグレーション
が安定しているVxRailにはあるということです」
　ノード追加のしやすさも 3ティアの環境に比

■導入効果と展望
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べて格段に上であるという。
　「例えば、3ティア構造の基盤ではノードを
1台追加するたびにストレージ側の設定を変更
するなどの作業が発生していました。それが
VxRailの場合、ノードの追加をシステムに知ら
せるだけですべてが完了します。これまではノー
ドを新たに調達してシステムへ追加するまでに
3カ月は必要でしたが、VxRail なら 3週間から
1カ月程度で済むはずです。クラウドサービスで
はリソースの拡張が急に必要になる場合も多い
ので、この差は決して小さくありません」（西端
氏）。
　さらに、VxRailの導入は顧客に対するクラウ
ドサービスの提案の幅を広げるうえでも有効で
あると、小林氏は話す。
　「VxRailのストレージ環境として vSANを採
用したことでストレージノードを複数の拠点に
分散させ、DR/BCPの構成をとるのも容易に
なりました。今後は、こうした利点を活かして、
お客さまに対するクラウドサービスの提案の幅
を広げていくつもりです」
　オロではクラウドサービス基盤のすべてを
HCIに切り替える計画であり、そのHCIとして
VxRailが選ばれる可能性も大きいという。その
点も踏まえながら、小林氏は VxRailの利点を次
のようにまとめ、話を締めくくる。
　「3ティア構造の基盤は、トラブル発生時の
問題の切り分けが困難なうえに、問合わせ先も
バラバラで運用管理の担当者にとっては非常に
手間のかかる仕組みといえます。それに対して
VxRailはトラブル発生時の問い合わせ先がデル・
テクノロジーズに一本化されており、その点で
もシステムの可用性を可能な限り高いレベルで
確保したい私たちにとって使い勝手の良いHCI

です。今後も KELからの情報と技術支援をいた
だきながら、VxRailの利点を最大限に活かして
いきたいと考えています」
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